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■ 車両

「ＥＶＯ（エヴォ）」 レベル４の自動運転技術を搭載

・定 員：［公道］12名（座席９人、立席３人）

・速 度：［日本国内推奨速度］20km/h未満／［最大速度］25km/h

・台 数：１台

・操作系：ハンドル、アクセル、ブレーキなし

・その他：ＥＶ車両

（１回の充電で約９時間（100km）の自動走行が可能）

■ 体制

・ベンダー：㈱マクニカ

・運行主体：越前市、西日本電信電話㈱福井支店、福井鉄道㈱

・運 転 手：１人（保安員を兼任）

・遠隔監視員：１人（遠隔監視体制 １：１）

■ 運行期間

・準備運行：９月中旬～10月初旬

・一般運行：10月10日（金）～22日（水）

・運行形式：無償、定時定路線運行

■ 今年度の事業の特徴

・レベル４搭載を見据え、多数の３Ｄ車外センサーや高性能カメラを搭載した車両（ＥＶＯ）を使用

・令和６年度の実験結果を踏まえ、路上駐車の多い経路を避けたルートを選定

・運行期間をたけふ菊人業開催期間に合わせて２週間とし、より多くの利用、社会受容性の醸成を図る

・信号協調システム（１か所）を導入

■ 事業費

コンソーシアム事業 45,000千円

うち、国庫補助金「地域公共交通確保維持改善事業（自動運転社会実装推進事業）」

36,000千円（補助率：4/5）

市負担金 9,000千円

※うち、県補助金「次世代地域交通推進事業」2,000千円

報告事項１ 自動運転実証事業 令和７年度実証実験概要
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報告事項１ 自動運転実証事業 運行ルート（案）
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【EVO：エボ】
（R7年度使用）

【ARMA：アルマ】
（R6年度使用）

EVOの優位性

① ３Ｄの車外センサーを８つ搭載し（ARMAは２個）

正確な環境マッピングと位置特定、障害物の検

知が可能

② ARMAより高性能のカメラを搭載し、信号機の色

認識が可能

③ 同一車線内であれば、路上駐車車両や障害物を

自動で回避（ARMAでは手動回避）

報告事項１ 自動運転実証事業 自動運転ＥＶバス車両について（ＥＶＯ、ＡＲＭＡ）
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2026年2025年
小項目大項目

３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

申請書作成０ 補助申請

体制構築１ 体制構築

運行ルート、走行計画策定

２ 実証実験
準備

現地調査、
リスクアセスメント等

車両調律、
システム・インフラ構築等

自動運行実施・検証４ 運行実施

検証結果とりまとめ
５ 結果

まとめ

報告書作成・
最終とりまとめ

６ 結果報告

公募期間
4/9～5/12

審査

内示
6/2

決定
6/25

報告事項１ 自動運転実証事業 今年度の事業実施スケジュール
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2029年度2028年度2027年度2026年度2025年度2024年度区間年度

本格運行
レベル４移動サービス

実装
一部レベル４走行実証

路線延伸
一部レベル４走行実証

路線延伸
一部レベル４走行申請

初の走行実証

実
証
実
験

レベル４レベル４レベル４レベル２レベル２レベル２
【区間①】
武生駅～総社大神宮

レベル４レベル４レベル４一部レベル４レベル２－
【区間②】
総社大神宮～武生中央公園

レベル４レベル２レベル２－－－
【区間➂】

武生駅～越前たけふ駅

－
実証運行終了後、

【区間③】について
レベル４運行申請

実証運行終了後、
【区間①、②】を
レベル４運行申請

実証運行終了後、
【区間①、②】を
レベル４運行申請

実証運行終了後、
【区間②】の一部を
レベル４運行申請

－
レベル４実装に向けた

許認可申請

● ３つの区間において段階的に走行実証を実施。

報告事項１ 自動運転実証事業 レベル４運転移動サービス実装に向けたロードマップ
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報告事項２　令和6年度実績等 （㈱ハピラインふくい）
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報告事項２　令和6年度実績等 （福井鉄道㈱）

福武線の利用状況について
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